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インスピレーションになろう
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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「もっとエモーショナルなクラブへ」

（２ページへ続く）
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〈第1615回〉 2018年12月11日（火） 本年度第19回 12月18日（火）

担当：会員

（２ページへ続く）

疾病予防と治療期間

二宮尊徳が実践した、
　　報徳を以ってロータリーを理解する⑭　稲盛和夫氏

二宮尊徳の影響を受けた著名な経営者として本日は、稲盛
和夫氏をご紹介したいと思います。稲盛氏といえば、京セ
ラ、KDDIの創業者であると共に、日本航空の再建にも尽力し
た優れた経営者ですが、日本航空の会長就任時には会見で
「入りを量って出るを制す」と述べ、尊徳の農村再建と同じ
方針を打ち出しています。また、稲盛氏は、尊徳に関して著
書の中で次のように述べています。「二宮尊徳は生まれも育
ちも貧しく、学問もない一介の農民でありながら、鋤(すき)一
本、鍬(くわ)一本を手に、朝は暗いうちから夜は天に星をいた
だくまで田畑に出て、ひたすら誠実、懸命に農作業に努め、
働きつづけました。そして、ただそれだけのことによって、
疲弊した農村を、次々と豊かな村に変えていくという偉業を
成し遂げました。その業績によってやがて徳川幕府に登用さ
れ、並み居る諸侯に交じって殿中へ招かれるまでになります
が、そのときの立ち振る舞いは一片の作法も習ったわけでは

担当：巽会員

ないにもかかわらず、真の貴人のごとく威厳に満ちて、神
色さえ漂っていたといいます。つまり、汗にまみれ、泥に
まみれて働きつづけた田畑での精進が、自身も意識しない
うちに、おのずと彼の内面を深く耕し、人格を陶冶(とうや)
し、心を研磨して、魂を高い次元へと練り上げていったの
です。このように、一つのことに打ち込んできた人、一生
懸命に働きつづけてきた人というのは、その日々の精進を
通じて、おのずと魂が磨かれていき、厚みのある人格を形
成していくものです。働くという営みの尊さは、そこにあ
ります。心を磨くというと宗教的な修行などを連想するか
もしれませんが、仕事を心から好きになり、一生懸命精魂
込めて働く、それだけでいいのです。」また、別の著述で
は、「江戸時代中期、資本主義の萌芽(ほうが)が見られた
頃、京都にて石田梅岩(ばいがん)という思想家が、商いにお
ける利潤追求は罪悪ではない。武士が禄(ろく)をはむのと商
人が利潤を得ることは同じことである。ただし、商いは正
直にすべきで、けっして卑怯な振る舞いがあってはならな
い。と商いにおける倫理観の大切さを教えています。ま
た、農村においては、江戸時代末期、二宮尊徳が農民に勤
勉と倹約の重要性を教えることによって、多くの荒廃した

トレファーム　農業の未来を変える「砂栽培農業施設」
講師：東レ建設㈱  関西設計課長兼トレファーム
事業推進課長　小倉　久弥 氏

夜例会・クリスマス家族会



（１ページより）

￥28，０００.-　　　　累計　￥458，０００.- ￥103，０００.-　　　　累計　￥161，０００.-

田 中 会 員 今日は卓話です。阪大名誉教授の鈴木計夫
先生に講師をお願いいたしました。宜しくお
願い致します。

笛 吹 会 員 鈴木様、本日の卓話を楽しみにしておりま
す。

清 水 会 員 在籍29年　自祝

山本 (良 )会員 寸志。

濃 添 会 員 私の通い慣れた古巣のビルでの炉辺会合、
楽しかったです。昔のことが懐かしいのはチ
ト、ヤバイかな。

小 山 会 員 HC10回連続出席　自祝。久しぶりの受賞
です。旅行か病気入院以外にはHCは休んで
いないのですが、今年はかなり休んだよう
です。先日の炉辺会合楽しかったです。

山 崎 会 員 前回欠席のお詫び。香港～タイ～ラオスと
行ってきました。ラオスでは、壁に張り付く多
くのヤモリの鳴き声でなかなか寝付けませ
んでした。！！

発 会 員 いつもお世話になります。

広 瀬 会 員 毎日忘年会で疲れています。皆さんもお身
体に気を付けてください。

12月04日（火） 年次総会・次年度第１回理事会・現年度理
事会

12月11日（火） コーラス同好会　練習日

12月25日（火） 休会

12月18日（火） 夜例会5時30分・クリスマス家族会6時より
３F　ダイヤモンドホール

幹事：源 壽美子幹事報告

村々を復興させています。尊徳は人々の心を立て直すことに
より、貧困にあえいでいた村を富める村に変えていったので
す。日本で資本主義が生まれようとするとき、このように日本
社会においても、勤勉、正直、誠実さというような倫理観が何
よりも大切だということが広く教えられていたのです。」これ
を読んで私は、稲盛氏は実に端的に勤労と倫理観の本質を
語っていると思うと共に、これはロータリーにも当てはまる話
だと思いました。私がお手本とする、深川純一パストガバナー
が説く「ロータリークラブは心の開発を第一義とする団体」と
の共通性を感じるのです。昨今の日産・ルノーの対立をみて
いると、日本とフランスでは、資本主義における正義の概念
が微妙に異なるように感じます。それは単に国民性の違いだ
けでなく、道徳観の違いによるものだと思います。ルノーにし
てみれば、資本の論理であり、会社は株主のもの。一方の日
産にしてみれば、フランス政府による乗っ取り、資本の横暴
に映るのかもしれません。

米山奨学金の意義については、第1610例会の何玉翠女史
の卓話でご理解いただけたと思います。今期も６ケ月目に入
った現時点での目標達成率は、残念ながら約38％にしかなっ
ておりません。皆さんのお手元に各自の実績とお願いが配ら
れていますので、是非、ご協力をお願いします。

クリスマス家族会のプレゼントを12月11日例会までに持
参できず、家族会当日に持参される方は、早かに事務局まで
「プレゼントが何か」をご連絡ください。プレゼントを確認した
上で買い足す等の準備がありますので、ご協力のほどよろしく
お願いいたします。

人が生物としての目的である生殖の役割を終えるのは５
０歳までであり、事実つい最近まで平均寿命はその程度でし
た。ところが今や平均寿命が世界一近くになり、１００歳を
見据えた人生設計を考えるまでになってきました。５０過ぎ
のいわゆる「第二の人生」をどのように生きていくのかは皆の
共通の問題です。
「新しい人生と寿命を延ばす方法」中部大学教授武田邦彦
氏の論文では具体的な方法で「第二の人生設計図の描き方」
が述べられているのでぜひご一読ください。（縦書き　4ペー
ジ）
もう一つ高齢化と関係ある記事を紹介したいとおもいま

す。最近高齢者による車の交通事故が時々マスコミをにぎわ
します。車を運転する高齢者が増えたのでその分事故も増え
ているのかもしれませんが、いずれにしても車の人身事故な
どで晩節を汚したくないので気をつけたいものです。
私も昨年、７５歳以上の免許更新時の認知機能検査を受

けました。妻は先月、運転免許証の自主返還をしました。
いっぽうでは事故防止の機能の付いた車がどんどんと開

発されてきています。高齢者運転者の心構えについては時宜
のかなった記事とおもい紹介します。
（縦書き18ページ　卓話の泉　高齢者の運転について　
赤阪清美）

委員長：佐藤俊一会報・雑誌委員会報告

委員長：吉羽潤司親睦委員会報告

委員長：笛吹明男米山奨学会報告

＜ 「ロータリーの友」１２月号紹介 ＞



卓  話

担当：田中(信)会員

これからの大地震対策

（4ページへ）

1．自衛的地震予知

現在の地震予知は、例えば「○○地方では、今後20年間
に震度６以上の地震が起こる確率は80％である」の様に表
現される。
これはその地方の災害対策の将来計画には役立つもの

であるが、天気予報でいえば長期予報にあたる。

　これも必要ではあるが、我々が知りたいのは今日、明日
の、あるいはこの2，3日の天気である。このままではどうにも
ならない。
そこで考え方、発想を大きく広げることとする。
そもそも地震の前には色々な現象がその地域を中心とし

た地球上に生じるのである。すなわち、発光現象、空中イオ
ンの変化、電磁気・電離層の変化、雲の特殊な状態、また海
洋型地震の場合は、潮位の変化、井戸水水位の変化、さらに
その直前には海岸の潮が引く現象等々、実にいろいろな現
象が現れているのである。
さらに、動物達、生物達はこれら現象の変化をキャッチし、

身の危険を感知して騒ぎ立てているのである。“地震の前に
動物・生物達が騒ぐ”という事は、幾つかの文献にも示され
ている。
そこで、自衛的に身近な方法で、“天気予報的な地震予

知”を行うには、動物等の反応を利用する方法が良い。地震
の前（直前、あるいは1～数日前）の動物達の反応例として、
次のようなものがある。

・犬：いつもと違った吠え方をする、震える、主人に噛みつく
等。

・猫：家出をする（猫は本来家に着くもの）。

・小鳥：野鳥が夜中でも騒ぎ出す、巣で暴れる。

・ミミズ、蛇等：地中から這い出す、逃げる。（台湾の地震では
ミミズが地面一杯に這い出し、しかも震源地から離れる方
向に動いていた！）

・魚：2~3日前から漁獲高が倍増する、また深海魚、イルカ等
が海岸に乗り上げる。　

これらの動物、生物達は地震時にそのままそこに居たので
は身の危険にさらされることを、生体反応として本能的に感
知しての行動と考えられる。
このようなことを前提としての“自衛的地震予知”は次のよ

うなものとなろう。

① 近隣住民でグループを作り、動物・生物達の
異常行動を連絡し会う（同時異常行動が大切）。
② 海岸地域であれば、漁業者と連絡が取れるようにして

置き、漁獲高の異常（大漁）等の変化を
即連絡してもらう。
③ さらにこの地域では大きな引き潮に注意する。
④ 天空等の自然現象の変化にも注意しておく（雲等の状

態から地震予知している人もいる）。

2．津波対策

7年前の東日本大地震では、実に２万人余の尊い人命が
津波の為に失われた。木造住宅は基礎だけが残り、その地
域は完全な野原となっていた（ただ、ポツンとコンクリート住
宅だけが残っていた）。
このような人的、物的被害の大きい津波に対する対策とし

てつぎのようなものが考えられる（ただし地震後何分で津波
が到達するかを調べておくこと）。

① とにかく近くの高台、ビルや山等の安全な場所を避難
する場所として常に念頭に置いておく。
② 各家庭には、ゴムボートを、各人は浮輪を常に用意して

おく（事実、地震後数分で津波が来る紀伊半島最南端の串本
町では、皆にライフベストが配られている：町長さんのお話
し）。
③ 津波が来るときに、簡単に家の屋根に登れて、安全に

そこに居れるようにしておく。この時、家の天井を空気溜りに
しておくこと（事実、東北地震では浮いて流れてゆく家が多
かった）。
④ 新築の場合、木造でなくコンクリート造とする。
マンション等のビルでは、一階を柱だけのピロティにすれ

ばそのまま津波対策になる（ただしピロティは後述する注意
が必要）。
⑤ 最近建設されている“津波タワー”が近くにあればそこ

に避難する。
ただこの津波タワーには次の問題点がある。
・足腰不自由な人達をどのように上にあげるか。
・津波時もあるが、毎日使うようにする必要がある

自衛的地震予知・ピロティの耐震化・これからの生き方
講師：大阪大学名誉教授　鈴木計夫(かずお)氏　　　　



本日のロータリーソング

12月4日【1614回】

会員数　 　 　 　 34名

（内出席規定免除   9名）

出席会員   24名中  18名

出席免除会員  10名中  5名

出 席 率 23/29   79.31%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 1名

出席総数　　　　 23名

前々回  11/13  Ｍ/Ｕ 3名

修正出席率 82.76%

担当：巽会員

３．ピロティ建築の危険性と耐震化

ピロティ建物とは、一階（最下階）等に壁が無いか極く僅
かの、柱を主体とした建物の事で、駐車場等にも利用出来る
ので、この種建物はかなり多い。
しかしそこの柱は一般に変形能力はあまり無いので、地

震時の危険性はかなり高い。したがってその主対策は柱の
変形能力を大とすることである（出来れば免震装置並み：20
～30cm）。
① その対策としてよく、“鋼板巻き立て補強（柱を鉄板で取

り囲む：勿論接合部は溶接）”が行われる。一般の技術者、研
究者はこれで良いとするが、○型（これなら安全）でなく角型
柱の場合はこれでは未だ不十分である。実験等での角型試
験体は小さく、破壊域で直ぐ円形断面になるので変形能力は
大となるが、大きい角型柱の場合は角型が円形になる過程で
破壊してしまう。
この対策としては簡単で、柱の端部の鉄板が外側に膨らま

ないようにすればよい（例えばL型断面鉄骨を外周に取り付
ける）。
② さらにダンパー（揺れ止め装置）を骨組みに取り付けれ

ば、より完璧になる。

４．これからの生き方　：蛇足的追加事項

① 技術開発について：常に“常識に基づく非常識”によって
新分野を開発する。一石一鳥は当たり前、常に2～3鳥を心掛
ける。
② 20世紀は「物質（欲）文明」であったが、21世紀は「精

神（思いやり）文明」の世界となる。
③ 今までは“因果律”であったが、これからは“（自他に良

い）果因律”を心掛ける。
④ この世は、良きも悪しきも「増幅ブーメラン法則」であ

る：親切は人の為ならず！
⑤ 病気、怪我等の所謂不幸は、その人の人生の借金（仏教

の業）が消える時に起こるもの：従ってその後はその分楽に
なり、人生も好転する！
⑥ 仕事等で儲ける方法：儲けようと思ってやると、あまり儲

からない。

人々に喜んでもらおうと思ってやると、いつの間にか儲かっ
ている！

（3ページより）


